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№ 質問等 回答 対応状況 備考

7-1 白比川沿いの進捗状況及び、川沿線住民と中部土木事
務所との意見交換会を、町主導で実施してほしい。

　現在は、防衛局にて返還地の支障物件除去作業を行っており、完了しだ
い中部土木事務所にて改修工事を行う予定となっております。
　意見交換会については、中部土木事務所に調整し実施できるように進め
ていきたいと思います。

新型コロナウィルス感染状況を踏まえながら、中
部土木事務所と調整していきたいと思います。

土木課

7-2 白比川(樹昌院近く)ゴミの置き捨てが目立つ。生活ご
みらしい。

白比川に不法投棄されているごみについては、管理者である中部土木事務
所と撤去について調整していきます。

令和3年4月12日付けで白比川の管理者である中部
土木事務所へ撤去するよう連絡しております。

保健衛生課

7-3 自宅向かい側(県道の軍フェンス前)の空き地と歩道に
車が駐車されている。空き地は個人私有地なのは存じ
ているが、事故に繋がらないか心配。また、歩道も遮
られて破損もあるため人が通行できない。

　当該箇所については、防衛局の管理する用地となっております。防衛局
に確認したところ、違法駐車については、巡回及び看板等で対応をしてい
くとの回答がありました。

回答のとおり 土木課

7-4 若いお母さん達から「町内全域でアパートが少なく、
家賃も高いため町内に住みずらい。」との声が多く聞
かれる。人口減につながる原因にもなると思うが、町
の見解と今後の方針・取り組みは？
加えて、宇地原・北玉区の町営住宅建設を要望する。

平成30年度住宅・土地統計調査の結果によると、本町の借家の数は4,700
戸となっており、近隣町村と比較しても供給数は多くなっています。ま
た、同調査に基づく借家の家賃に関しては、30畳以上の広さの借家につい
ては、近隣町村と比較すると高額となっていますが、それ以下の面積につ
いては、突出して高いものではありません。民間の賃貸住宅の家賃設定に
関しては、個人の投資活動であり、町として関与することは出来ません。
そのため、新生児出産祝い金制度の創設、給食費の一部補助の実施など、
福祉サービスの面で子育て世帯のご家族を支えてまいりたいと存じますの
でご理解をいただければ幸いです。（企画財政課）

町営住宅は、住宅に困窮する低額所得者に対して賃貸するもので、基本的
には民間アパートの家賃の高騰に対応する制度（法律）ではありません。
そのため、仮に町営住宅を建設したとしても前述した方々が対象となりま
す。
現在、本町には、町営住宅が２箇所、県営住宅が４か所あり、人口や町の
規模からみて公営住宅は十分設置されているものと考えており、また、県
営砂辺団地においては、建替事業に伴い増戸されることも踏まえ、現時点
においては町営住宅の建設は予定していません。（都市計画課）

回答のとおり 企画財政
課・都市計
画課

7-5 空手道場からバス通りに抜ける道の道路の破損があ
り、水たまりが複数できる。周辺住民から車が通行す
る度、水を跳ね上げて困っているとの声があった。

　現場を確認し、破損を確認次第修繕を行います。 修繕済み 土木課

7-6 海銀手前の一方通行道路について、朝の登校時間帯に
抜け道として車の流れが多いが、一方通行の標識が木
に隠れていて見えにくい。また、逆走してくる車も
多々ある。反対側(北玉側)の標識の確認をしてほし
い。

　樹木により標識が見えにくい部分については、道路係で剪定を行ってい
きます。また、北玉側の標識については、進入禁止の標識設置を確認して
おります。

回答のとおり 土木課

令和４年８月１日現在
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№ 質問等 回答 対応状況 備考

令和４年８月１日現在

7-7 区内道路のあちこちに凸凹やひび割れが目立つ。陥没
事故もあったので地盤調査を実施してほしい。

　道路交通に支障のある町道内の凹凸やひび割れについては、ご指摘箇所
を確認の上、修繕を行ってまいります。町道ではない区内道路については
町の管理外のため私道整備事業を活用した検討をお願いします。地盤調査
については、調査箇所の特定が困難なこともあり調査費用が膨大になるた
め、今後の検討課題になるかと思います。

回答のとおり 土木課

7-8 現在町人口約２万９千人。人口減少について問いた
い。特に東部地域(宇地原・謝苅・北玉)の人口減少が
著しい。インフラ整備の必要性(児童の登下校時に車道
を歩く危険な状態)や、空き家が増えていく事につい
て、どのような認識を持っていいるのか追求したい。

空家につきましては、令和３年４月１日より施行された空家条例におい
て、空家の所有者における適正管理の責務を示し、その周知に取り組んで
いるところです。現在は、近隣に迷惑となるような空家についての相談に
応じるとともに、空家の所有者を検索し、所有者に対し適正に管理するよ
う助言指導を行っております。（都市計画課）

　道路の整備については、今後の県道整備計画等も視野に入れながら東部
地域の整備を調査研究していきたいと考えます。（土木課）

回答のとおり 都市計画
課・土木課

7-9 白比川沿線の道路の交通量増加・スピードオーバー抑
制につなげる狙いで「ハンプ」の設置を要望。

　現地を確認し、自治会と相談しながら検討したいと思います。（ハンプ
設置については、付近住民の同意などが必要になります。）

再度、自治会と現場を確認し相談しながら検討し
たいと思います。

土木課

7-10 白比川水害の件。町道を越え屋敷内への氾濫は、年に
数回発生しているのが現状。どのような計画の元・い
つから実施されるのか、具体的な内容を伺いたい。

　白比川の水害対策については、沖縄県中部土木事務所にて白比川改修工
事を行う予定であり、現在は防衛局にて支障物件除去を行ってます。完了
しだい中部土木事務所にて改修工事を行う予定となっております。

回答のとおり 土木課

7-11 白比川は北谷城とバランスのとれた川へ生まれ変わる
ことを期待する。

　白比川の改修工事については、沖縄県中部土木が行っていますので、意
見として県へ伝えます。

県へ意見を伝えてます。 土木課


